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立命館大学人文科学研究所紀要

 1 号（1953年 5 月）  
特集　末川博士還暦記念
 発刊の辞
 パスカルのHorror Vacui と実験的方法 山 元 一 郎 1 ―科学と哲学との関連を辿るための試論―

 形式的真理と存在の問題 阿 部 敬 吾 43
 市民社会においての市民の人間的自己解放 梯 　 明 秀 57 ―マルクスにおける自己疎外と具体的一般者―

 法と道徳との区別に関する諸問題 天 野 和 夫 77
 イデオロギーとしての社会学 細 野 武 男 91 ―アメリカ社会学史序章―

 リカアドオ経済学の二大支柱 井 上 次 郎 103
 奈良絵本考 清 水 　 泰 118
 剪燈新話と雨月物語との関係 後 藤 丹 治 135
 ヘレネンツムにおけるポリス的財産観 高 橋 良 三 152
 居延漢簡と漢代の財産税 平 中 苓 次 166
 藤原恵美押勝の乱 北 山 茂 夫 183 ―日本古代政治史のための断章―

 上層町衆の系譜 林　屋　辰三郎 205 ―京都に於ける三長者を中心に―

 明治維新とナショナリズム 奈良本　辰　也 221
 わが国都市労働における封建性と労務供給請負業 大　山　敷太郎 235 ―わが国都市労働における封建性に関する試論―その一

 勤労者の意識 阿 部 矢 二 260 ―おくれたものと進んだもの―

 中国の新民主主義革命と新民主主義経済 武 藤 守 一 274
 米国による対外援助の国際政治的意義 前 芝 確 三 291 ―第三期帝国主義に関する一試論―

 末川博士略歴  310
 末川博士著作年表  311
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 2 号（1954年 1 月）  
 プラークシスとポイエーシス 安 藤 孝 行 1
 教育に於けるアクセレレイション問題 宇 都 宮 　 巌 35
 文学批評について 岡 橋 　 祐 53
 現実と芸術との相剋 和　田　繁二郎 69 ―芥川龍之介「地獄変」の分析―

 木曾路と伊那路 山　口　平四郎 85
 殷代の殉葬と奴隷制 白 川 　 静 108
 近世在郷商人の利貸形態 足 立 政 男 139 ―山城国乙訓郡神足村、質屋「油屋三郎兵衛」の場合―

 スト規制法の歴史的意義 浅 井 清 信 161
 立命館土曜講座  179
 Christopher Fry; A Japanese Appreciation MIFUNE OKUMURA 1 -26

 3 号（1955年 3 月）  
 歴史的現実と社会科学方法論 梯 　 明 秀 1
 ラダクリシュナンとその「印度哲学」の成立 山 口 恵 照 43 ―霊性宗教（spiritual religion）の誕生について―

 大学に於けるアクセレレイション問題 宇 都 宮 　 巌 62
 H.v.Kleistに於ける「目標」と感情信頼 山 口 龍 夫 87
 トーマス・マンにおける制作の意味 牧 　 祥 三 107
 戯曲『ゲッツ・フォン・ベルリッヒンゲン』についてⅠ 薦 田 久 規 129
 ヴィジョンと経済法則との関連 浜 崎 正 規 142 ―理論経済学における方法論上の一問題―

 A Brief Note on the Method of the Study of 　
the Imagery in Modern Poetic Drama MIFUNE OKUMURA 1 -12

 Geotectonicis of the Pacific with Reference to 
South Western Japan SHINGO EHARA

   SHINJI SAWATA 13-30
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 4 号（1956年 3 月）  
 「神が死んだ」後に 梅 原 　 猛 1
 シェリングとヘーゲルの分裂 西 川 富 雄 13 ―ドイツ観念論哲学史の一断面−上―

 子規論をめぐる二・三の問題 国崎　望久太郎 49
 詩人としてのHerbert Read 岡 橋 　 祏 73
 現代英国詩劇についての手紙と対話を含むエッセイ 奥 村 三 舟 98 ― Christopher Fryの近作 The Dark is Light Enoughをめぐって―

 ヴイクトリア中期の二詩人 高　橋　喜久夫 118
 シオドア・ドライザー 安 藤 昭 一 140 ―人と作品―

 スポーツにおける障碍と外傷 木 村 静 雄 164
 立命館土曜講座（一九五五年）  174

 5 号（1957年 3 月）  
特集　家業 ―京都室町織物問屋の研究―

 序 細 野 武 男
 はしがき  1
 室町織物問屋の成立と発展 奥 田 修 三 7
   岡 本 幸 雄 
 近世京都室町における商業経営 足 立 政 男 65 ―法衣装束商千切屋吉右衛門商店における場合―

 室町織物問屋街の地理的研究 谷 岡 武 雄 199 ―とくに分布論にみた家業―

 室町織物問屋同業者の立地および店舗構造 藤 本 利 治 226
 統計からみた室町織物問屋 関　　　弥三郎 254
 室町織物問屋の経営実態 祭　原　光太郎 279
 室町織物問屋における家業の継承と分・別家 乾 　 昭 三 310
   中 川 　 淳 
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 室町織物問屋における店員制度の現状と従業員の実態 松 岡 正 美 353
 室町織物問屋における法人組織の問題 塩 田 親 文 394
 室町織物問屋における家業意識の実態 野 崎 治 男 417
 文献目録  464

 6 号 （1959年 3 月）  
特集　ワイマール体制の研究  
 ワイマール憲法の崩壊 大 西 芳 雄 1
 ドイツ中央党の性格と役割 細 野 武 男 18
 グレーナー路線とゼークト路線 山 口 　 定 73 ―ドイツ国防軍とワイマール共和国、その一―

 ワイマール体制下の司法権 山 下 健 次 144 ―一九世紀のドイツ司法権との比較に於けるその素描―

 ドイツにおける労働協約の一般的拘束力宣言制度の成立過程 加 藤 俊 平 173 ―一九一八年一二月二三日「協約令」の成立過程を中心として―

紹介

 “Die Oktoberrevolution und Deutschland” 真 田 哲 郎 210 ―東ドイツ・ソ連における十一月革命研究の動向― 

 7 号 （1959年 3 月）  
特集　京菓子業における家業  
 序 船 山 信 一 
 はしがき 奥 田 修 三 1
 京菓子の歴史 奥 田 修 三 7
 京菓子商の地理的研究 藤 本 利 治 27
 京菓子の経営実態 植 村 省 三 56
 京菓子業における家業の継承と分・別家 乾 　 昭 三 95
   中 川 　 淳 
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 家業意識の本質と現状 野 崎 治 男 124 ―京菓子業者の家業意識に関する実証的研究（一）―

 8 号 （1960年 3 月）  
 体験反省の問題（Erlebnisreflexion） 浅 井 　 潔 1
 産業疲労に関連した諸概念 蓮　尾　千萬人 20
 階級概念の論理的性格（一） 野 崎 治 男 32 ―アメリカの社会階級理論におけるカテゴリー論と連続論の論争を中心にして― 

 第二次松方内閣の内政と外交 前 島 省 三 85
 民本主義者のロシア革命観 奥 田 修 三 142 ―長谷川如是閑を中心として―

 9 号 （1960年 3 月）  
特集　町村合併　―京都府岩滝町・旧五十河村の調査―
 序　　章  大 西 芳 雄 1
 岩滝町  9
 　一　自然環境と地理 藤 本 利 治 11
 　二　岩滝の歴史 奥 田 修 三 32
 　三　岩滝町の農業 大 藪 輝 雄 56
 　四　岩滝町の社会構造 野 崎 治 男 70
 　五　岩滝町の財政構造 斎 藤 　 博 103
 　六　合併問題の経過と行政 岡　崎　長一郎 123
 五十河村  161
 　一　五十河村の地理 藤 本 利 治 163
 　二　五十河の歴史 奥 田 修 三 176
 　三　五十河村の経済 大 藪 輝 雄 189
 　四　五十河村の社会構造 野 崎 治 男 208
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 　五　五十河村の財政構造と大宮町合併 斎 藤 　 博 236
 　六　五十河村合併の政治過程 清 水 慶 三 252

 10号 （1961年 3 月）  
 日本経済の高度成長と工業構造 真 田 哲 郎 1
 家業意識の本質と現状 野 崎 治 男 35 ―京菓子業者の家業意識に関する実証的研究（二）―

 昭和恐慌期の市民闘争 奥 田  修 三 64 ―兵庫県における借家争議・電燈争議を中心に―

 11号 （1962年 3 月）  
 真淵歌論の思想史的背景 国崎　望久太郎 1
 大正期農民運動の思想 奥 田 修 三 24
 階級概念の論理的性格（二） 野 崎 治 男 57 ―記述的カテゴリーと分析的カテゴリー―

 12号 （1967年11月）  
特集　昭和 6 年兵庫県小作調停事件資料  
 はしがき 乾 　 昭 三
 加古郡母里村  1
 加古郡平岡村  2
 武庫郡鳴尾村  5
 加古郡加古新村  7
 川辺郡小田村  9
 神戸市長田村  11
 神戸市車  14
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 神戸市車  16
 加古郡天満村  18
 神戸市太田町  21
 神戸市大黒町  23
 赤穂郡船坂村  25
 宍栗郡繁盛村  27
 三原郡加茂村  28
 三原郡榎列村  30
 三原郡賀集村  32
 三原郡湊町  34
 津名郡育波村  37
 津名郡育波村  39
 津名郡育波村  41
 加古郡加古川村  43
 明石郡平野村  45
 加古郡氷丘村  48
 飾磨郡白浜村  52
 飾磨郡四郷村  54
 加古郡母里村  56
 明石郡神出村  58
 加古郡平岡村  59
 三原郡湊町  61
 加古郡野口村  63
 加古郡野口村  65
 飾磨郡広村  69
 三原郡湊町  73
 三原郡榎列村  79
 三原郡榎列村  81
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 武庫郡山田村  82
 武庫郡本庄村  85
 神戸市戎町  87
 神戸市日吉町  87
 神戸市灘区  90
 加古郡加古新村  91
 三原郡賀集村  93
 武庫郡本山村  95
 津名郡育波村  99
 津名郡育波村  101
 津名郡都志町  102
 出石郡室埴村  104
 三原郡堺村  106
 津名郡都志町  109
 津名郡都志町  113
 出石郡室埴村  117
 津名郡都志町  120
 神戸市灘区篠田  122
 明石郡神出村  124
 明石郡玉津村  127
 揖保郡御津村  129
 川辺郡小田村  132
 三原郡堺村  135
 明石郡伊川谷村  135
 三原郡市村  139
 津名郡都志町  142
 武庫郡鳴尾村  145
 加古郡阿閇村  147
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 三原郡松帆村  149
 津名郡都志町  152
 三原郡榎列村  158
 印南郡東志方村  168
 津名郡都志町  170
 津名郡育波村  175
 津名郡育波村  178
 解　　題 乾 　 昭 三 179
 昭和六年度兵庫県下小作調停一覧表

 13号 （1963年 3 月）  
特集　明治思想  
 明治前期の天皇制思想 岩 井 忠 熊 1
 豪農民権家の生誕 後 藤 　 靖 25 ―森多平の思想形成―

 内藤湖南の国民的使命観について 池 田 　 誠 52 ―日本ナショナリズムの一典型―

 明治初期における「文学」の概念 和　田　繁二郎 93
 明治前期における論理学本質論 船 山 信 一 119
 明治三〇年代のわが国の動物生態学を中心とした生物学思想 渋 谷 寿 夫 148
 幕末における変革の論理の成立 衣 笠 安 喜 171 ―儒学思想と洋学―

 あとがき 船 山 信 一 195

 14号 （1964年 3 月）  
特集　湖東移民村の研究
　前篇　湖東移民村



240 立命館大学人文科学研究所紀要（100号）

 　一　湖東移民村の地理的環境 谷 岡 武 雄 1
 　二　移民村における社会経済構造の史的分析 岡 本 幸 雄 25 　　　―滋賀県犬上郡磯田村三津屋を中心として―

 　三　移民村の社会構造に関する調査 野 崎 治 男   編 73
　後篇　湖東移民
 　一　湖東移民の地理的考察 谷 岡 武 雄 129
 　二　カナダ移民のはなし 西 川 富 雄 178
 　三　移民村の教育について 山 下 幸 雄 212
 　あとがき 谷 岡 武 雄 222

 15号 （1964年 3 月）  
特集　人文社会篇 
 流行歌のイデオロギー（その一） 長 尾 　 直 1
 矛盾概念の検討 阿 部 敬 吾 54
 大正期「知識階級」論 奥 田 修 三 77
 上桂川における水害の自然的社会的諸問題 堀 井 　 篤 109

 16号 （1967年10月）  
特集　石見久利文書の研究 
 序 林　屋　辰三郎 1
 第一部　石見久利文書の研究  7
 第二部　久利家什書　図版・資料・解説　参考史料 31
 第三部　参考史料  101
 あとがき 衣 笠 安 喜 135
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 17号 （1967年11月）  
特集　集団保育に関する実態調査 守 屋 光 雄 
 第一部　保育所長及び保母を対象とした保育意識についての実態調査 1
 第二部　母親を対象とする集団保育意識に関する実態調査 41
 参考資料  120

 18号 （1968年 5 月）  
特集　明治・大正思想の研究 
 国権的政治小説とその位相 和　田　繁二郎 1
 日本ナショナリズム思想の原型 岩 井 忠 熊 29 ―天皇制歴史観の成立をめぐって―

 山路愛山における帝国主義観 藤 井 松 一 57
 大正期における朝鮮問題論 奥 田 修 三 83
 漱石の『英国詩人の天地山川に対する観念』の意味 中 原 章 雄 123
 大正期における唯物史観と哲学的唯物論 船 山 信 一 151 ―大正中期→末期の翻訳書および解説書・批判書を中心として―

 労働文学の系譜 森 本 　 修 196 ―新井 紀一、内藤 辰雄、吉田 金重をめぐって―

 あとがき 岩 井 忠 熊 246

 19号 （1971年12月）  
特集　労働問題 
 戦後の日本労働組合運動の特質（上） 戸木田　嘉　久 1 ―主として戦前の労働組合運動との対比において―

 わが国労働組合運動と社会保障（上） 坂 寄 俊 雄 26 ―労働組合運動の右傾化の研究のために―

 戦後労働組合の調査活動（一） 宝光井　顕　雅 43
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 「高度経済成長」と労働組合運動（覚書） 三 好 正 巳 69 ―現代労働組合論批判の視角―

 公務労働者の階級的形成の諸条件 遠 藤 　 晃 85
 関西における「勤務評定」反対闘争の経験と教育運動の若干の問題点について（上） 貞 広 太 郎 139
 あとがき  167

 20号 （1974年 8 月）  
特集　労働問題（二） 
 自治体労働組合運動の歴史によせて 戸木田　嘉　久 1 ―その過去・現在・未来―

 戦後労働組合の調査活動（二） 宝光井　顕　雅 31
 在日朝鮮人と地方自治体における社会保障行政 中 橋 貞 造 60 ―国民健康保険適用をめぐって―

実態調査　森永ミルク中毒事件の構造  
 僻地における森永ミルク中毒被害児の実態 坂　本　欣三郎 97
 事件の背景 川 又 淳 司 135 ―粉乳技術の分析―

 21号 （1975年12月）  
特集　企業・経営の基礎理論 
 株式会社・独占資本と帝国主義の現代的特質 角　谷　登志雄 1
 経営学批判の立場と方法 山 下 高 之 57
 管理論にみられるペシミズムとオプティミズム 篠 原 三 郎 87
 日本のトップ・マネジメントの確立過程 渡 辺 　 峻 121
 あとがき 角　谷　登志雄 149



243立命館大学人文科学研究所紀要

 22号 （1976年 4 月）  
特集　新商法と会計制度に関する調査 
 序 河 合 信 雄 Ⅲ
 調査対象と回収状況  1
 第 1 部　改正商法と監査制度 酒 井 治 郎 3
 第 2 部　財務会計の現状と企業財務に関する意識 松 村 勝 弘 43
 第 3 部　日本における管理会計の導入と現状 上 総 康 行 89
 付録　新商法と会計制度に関する調査書  143

 23号 （1976年10月）  
特集　企業・経営の現代的諸問題 
 現代における独占資本と国家の支配構造 角　谷　登志雄 1 ―金融寡頭制と自由・民主主義の問題―

 現代大企業の支配と管理 渡 辺 　 峻 101 ―その準備的考察―

 国有化の経済的必然性について 玉 村 博 巳 131 ―独占資本主義段階を中心に―

 京都産業における零細経営問題の分析方法 山 下 高 之 161
 経営技術論における個別資本説と上部構造説 篠 原 三 郎 197 ―経営技術へアプローチするために―

 24号 （1977年 4 月）  
特集　近代天皇制成立期の研究 
 大同団結運動覚書 藤 井 松 一 一 ―近代天皇制成立史論序説―

 自由民権期の交詢社名簿 後　藤　　　靖 1 ―交詢社員名簿―
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 25号 （1977年 6 月）  
特集　保健・体育 
 保健体育論集の刊行にあたって 後 藤 　 靖 1
 戦後日本体育政策史序説 草 深 直 臣 3 ―その 1 ．戦後初期の体育政策―

 体育・スポーツにおけるモラールの研究動向と課題 日比野　朔　郎 45
 現代の体操の諸問題 浜 崎 　 博 81
 スポーツ技術論の基本問題 金 井 淳 二 111
 ハーバード・ステップ・テストの判定指標価値について 水 田 勝 博 149
   中　田　健次郎 
 SPORTSにおけるSHOCKに関する研究 木 村 静 雄 161

研究ノート

 一般体育試論 小 野 桂 市 177
翻訳

 Montague Shearman ｢Athletics｣（1911年版） 岡 尾 恵 市 213 ―イギリス陸上競技史（その 1 ）― 

書評

 小倉学著「養護教諭―その専門性と機能―」 三 浦 正 行 243

 26号 （1978年 5 月）  
特集　企業会計の基本問題 
 会計の行為性とその手段的規定をめぐる諸問題 三代澤　経　人 1 ―企業会計の意義と性質に関する一つの覚え書―

 総合償却検討の一視角 浦 野 晴 夫 61 ―「連続意見書」の論理を中心に―

 ハットフィールドの剰余金論に関する一考察 酒 井 治 郎 77
 戦後批判的経営学の文献目録  101
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 27号 （1979年 3 月）  
特集　西園寺公望と酒井雄三郎 
 西園寺公望関係文書について 藤 井 松 一 1
 酒井雄三郎の生涯と思想 佐々木　敏　二 109 ―西園寺公望との関係を問題にしながら―

 28号 （1979年 3 月）  
特集　黒人体験の普遍性 
 アメリカ黒人の二重性  須 田 　 稔 1 ―その統一と展開―

 19世紀中葉の黒人演劇人 古 川 博 巳 39 ―三者の生きざまに係わって―

 アメリカ文学にみるユダヤ人と黒人の関係 岡 　 節 三 85
 スーダンにおけるマーディー運動 （1881～98） とその意義 岡 倉 登 志 111
 グギ・ワ・ジオンゴ 　 宮 本 正 興 135 ―その文学・思想・人間―

 29号 （1979年 5 月）  
特集　体 育 
 戦後日本体育政策史序説 草 深 直 臣 1 ―その 2 ．戦後体育の民主化過程―

 コンビネーションバレーにおけるサーブの有効性とその条件（その 1 ） 森 脇 俊 明 79 ―落下位置を中心に― 

翻訳

 Montague Shearman ｢Athletics｣（1911年版） 岡 尾 恵 市 99 ―イギリス陸上競技史（その 2 ）―
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 30号 （1979年12月）  
特集　サラリーマン金融の法的諸問題―立命館大学金融法研究会研究報告― 
　第一部　研究報告  
 　「サラ金問題」の現状とわれわれの取組み 塩 田 親 文 3
 　サラリーマン金融の営業機構の整備について 塩 田 親 文 18 　―とくに「小口金融業主任者」と「営業保証金」をめぐって―

 　小口金融取引の開示規制 長 尾 治 助 43
 　サラリーマン金融と利息制限法 大 河 純 夫 74
　 サラリーマン金融における債権確保・回収の諸問題 中 井 美 雄 100
 　違法な小口金融取引の一考察 長 尾 治 助 120 　―いわゆるグループ貸の反公序良俗性の検討―

 　紹介 英国における法定利息の再評価 横 田 貫 一 144 　―法律委員会の中間答申を中心として―

　第二部　座談会  
 　サラリーマン金融と調停　  161
　第三部　資料  
 　一 現行関係法令等・業者団体定款  245
 　二 サラリーマン金融立法に関する法案と要綱  282
 　三 貸金業者に対する指導要綱  518
 　四 サラリーマン金融の実態  537
 　五 戦後小額金融制度文献抄録  巻末

 31号 （1980年 7 月）  
特集　保健体育 
 医学の革新運動における西洋医学の意義 三 浦 正 行 1
 コンビネーションバレーにおけるサーブの有効性とその条件（その 2 ） 森 脇 俊 明 47 ―ゲームパターンとその関係―
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翻訳

 Montague Shearman 「Athletics」（1911年版） 岡 尾 恵 市 73 ―イギリス陸上競技史―（その 3 ）

 32号 （1981年 3 月）  
特集　自動車工業労働者の労働と生活 ―トヨタ調査中間報告― 職業･生活研究会
　序 研究の経過  1
 　 1 　研究の目的  1
 　 2 　研究の体制  2
 　 3 　 トヨタ調査の経過  5
 　 4 　中間報告書の公表にあたって  8
　Ⅰ トヨタ自工の成長・発展過程  15
 　 1 　トヨタ自工の概況  15
 　 2 　トヨタ自工の創設過程  16
 　 3 　トヨタ自工の発展過程  21
 　 4 　 トヨタ自工における高蓄積の要因  27
 　 5 　 トヨタ自工の地域支配の展開過程  37
　Ⅱ 労働市場と職業経歴  49
 　 1 　トヨタ自工の労働力需給と地域労働市場  49
 　　（ 1 ）　課題の限定  49
 　　（ 2 ）　生産拡大・「技術革新」と労働力需要構造の変化 49
 　　（ 3 ）　労働力供給構造の転換と地域労働市場  67
 　 2 　トヨタ自工労働者の職業経歴  87
 　　（ 1 ）　職業経歴の出身団体別格差  88
 　　（ 2 ）　出身団体内部の格差と階層化  101
　Ⅲ 製造工程，労働内容，労働意識  115
 　 1 　製造工程と労働内容  115
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 　 2 　直接製造工程別仕事内容，仕事意識  117
 　 3 　間接部門の仕事内容，仕事意識  143
 　 4 　<ラインからの距離>と労働特性  149
 　 5 　部門別労働・熟練特性  154
 　 6 　トヨタ自工における労働力利用の特徴  160
 　 7 　労働意識の特徴  164
　Ⅳ 労務管理と労働者諸層  169
 　 1 　トヨタ自工の労務管理諸機構と労働者  170
 　 2 　労働者の要求とつながり  192
 　 3 　トヨタ自工労働組合  200
 　 4 　トヨタ自工と階層化  212
　Ⅴ 生活の諸局面とライフサイクル  219
 　 1 　生活分析の視点と課題  219
 　 2 　世帯の稼得構造と消費指標  220
 　 3 　健康状態と家庭生活  235
 　 4 　子供の教育  241
 　 5 　生活の将来展望と企業に対する評価  246
 　 6 　トヨタマンのライフサイクルの夢と現実  252
　Ⅵ 豊田市住民の地域生活  257
 　 1 　地域生活調査の課題  257
 　 2 　調査方法と回収結果  258
 　 3 　対象者の基本属性  261
 　 4 　地域における住民間の交際契機  270
 　 5 　地域諸組織への参加と評価  272
 　 6 　豊田市の住みよさの評価と郷土意識  279
 　 7 　支持政党  281

付録

 　 1 　「豊田市住民生活調査」調査票  285
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 　 2 　「職業･生活調査」調査票  292
 　 3 　トヨタ自工戦後史年表  折込
 　 4 　トヨタ自工自動車製造工程図  309
 　 5 　トヨタ自工・自動車関連文献目録  315

 33号 （1981年 6 月）  
特集　保健体育 
 スポーツ主体としての身体 金 井 淳 二 1 ―「身体危機＝体力づくり」論をめぐって―

 知覚―運動行動場面におけるコミュニケーション過程 佐 藤 善 治 39
翻訳

 Montague Shearman 「Athletics and Football」第 8 章 岡 尾 恵 市 73 ＝陸上競技の管理運営組織＝

 34号 （1981年10月）  
特集　舞鶴市経済調査報告 
 まえがき 岩 田 勝 雄 1
 舞鶴市経済の現状と展望 高 内 俊 一 3
 戦前・戦後の舞鶴地域経済 伊 藤 正 直 21
 舞鶴市における旧軍用地と工業立地 杉 野 圀 明 39
 舞鶴港の貿易 岩 田 勝 雄 63
 舞鶴市の交通と交通政策の方向 高 原 一 隆 99
 討論 舞鶴経済の展望をめぐって 高 内 俊 一 131
   三 好 正 巳 
   杉 野 圀 明 
   岩 田 勝 雄 
   伊 藤 正 直
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 35号 （1982年 9 月）  
特集　現代国際経済の理論と現状 
 日本独占資本の資本蓄積と対外膨張の必然性 辻 　 忠 夫 1
 ＥＣ内における労働者の自由移動を中心として 清 水 貞 俊 49
 アグリビジネス多国籍企業とフィリピン農業 森 井 淳 吉 69
 1960年代のインドにおける工作機械工業とその市場構造 森 野 勝 好 95
 インドにおける婦人労働問題の特質 和 田 幸 子 131
 国際的搾取・貨幣の相対的価値および労賃の国民的相違 岩 田 勝 雄 153
 あとがき 岩 田 勝 雄 181
 現代経済研究会活動状況（国際経済研究部会）  183

 36号 （1983年12月）  
特集　丹後をめぐる経済状況 
 まえがき 岩 田 勝 雄 Ⅰ
 丹後経済における機業の役割と制約 鈴 木 　 登 1 ―その生産供給面からみた市町別特徴の数量的把握―

 日本絹業と国際関係 岩 田 勝 雄 31
 統計にみる丹後機業と丹後地域経済 高 内 俊 一 75
 丹後地域における交通の現状と問題点 森 田 優 己 101

 37号 （1984年 3 月）  
特集　黒人体験の諸相 
 ポール・ロブスンの生涯と思想 伊 藤 堅 二 1 ―1930年代を中心に―

 世紀転換期とアメリカ黒人文学〔 1 〕 古 川 博 巳 31
 アドゥアの戦い 岡 倉 登 志 43 ―イタリア―エチオピア関係史研究序説（Ⅰ）―
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 自伝に見るアメリカ黒人の母親像 須 田 　 稔 61
 The Color Purple論 加 藤 恒 彦 89 ―男性優位主義と黒人の過去―

 38号 （1984年12月）  
特集　京都工業をめぐる諸問題 
 まえがき 若 林 洋 夫 1
 京都府・市工業構造の時系列比較統計分析（1955～82） 若 林 洋 夫 3 ―京都経済再生論（ 1 ）― 

 地域産業育成・振興における公共部門の政策的役割 鈴 木 　 登 83 ―京都地域の先端技術と地場産業の相互関係を軸として―

 京都企業の海外進出・技術輸出入状況 岩 田 勝 雄 101
 京都企業金融に関する一考察 河 野 快 晴 179 ―近代工業における金融の国際化を中心に―

 京都府における近代工業と工業用地 杉 野 圀 明 209 ―その統計的分析―

 京都企業の組織改革 坂 本 和 一 251
 ―立石電気のケース･スタディ―

 シンポジウム：転換期における京都工業をめぐって 杉 野 圀 明 287
   鈴 木 　 登 
   坂 本 和 一 
   岩 田 勝 雄 
   河 野 快 晴 
   若 林 洋 夫 

 39号 （1985年 3 月）  
特集　吹田市のスポーツ活動調査 
 まえがき 岡 尾 恵 市 1
   清 野 正 義
 現代日本の社会体育行政の展開と課題 草 深 直 臣 3
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 今日の都市生活者の運動・スポーツに関する意識と行動 岡 尾 恵 市 67 ―吹田市・埼玉県大井町の調査から―

 吹田市のスポーツ・体育施設とその利用実態 清 野 正 義 111
 社会体育行政とコミュニティ・スポーツ組織 岡 部 三 義 173 ―千里ニュータウンについての事例研究―

 スポーツ・リーダーの社会的構成と機能 吉 原 直 樹 203 ―予備的考察―

 消費社会におけるスポーツ 井 上 純 一 247 ―吹田スポーツ調査から読みとったもの―

 吹田市における障害児者のスポーツ実施状況と問題点 芝 田 徳 造 269
 資　　料  289

 40号 （1985年 3 月）  
特集　巨大企業と地域･自治体―松下電器と門真― 
 はじめに 坂 野 光 俊 1
 第 1 章　高度成長期における松下電器と門真 坂 野 光 俊 3
 第 2 章　80年代における松下電器の経営戦略と松下労組 坂 野 光 俊 25
 第 3 章　松下電器グループの生産活動の地域的展開について 田 中 宏 道 47
 第 4 章　低成長下における下請管理の特徴と下請再編成問題 片 山 一 義 81 　　　　  ―松下電器産業を事例として―

 第 5 章　門真市の産業構造と住民構造･生活環境 梅 原 英 治 131
 第 6 章　大都市圏域の財政と宅地開発 真 鍋 能 章 163 　　　　  ―門真市を中心とした分析―

 第 7 章　衛星都市の財政と地方公社問題 真 鍋 能 章 191 　　　　  ―門真市を中心とした分析―

 第 8 章　門真市における財政運営の展開と財政構造の変化（要旨） 梅 原 英 治 227
　第 9 章　「財政再建」と地方交付税制度再編の動き 浅 田 和 史 241 　　　　  ―門真市の事例を基礎として―

 結　　び 坂 野 光 俊 259
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 41号 （1986年 3 月）  
特集　技術論の課題 
 はじめに  1
 村田富二郎教授　年譜  3
 石炭化学における技術論の適用 村　田　富二郎 11
 1870～1900イギリスにおける科学と工学と技術 大 谷 良 一 49
 19世紀後半以降の食料生産技術にみられる一特徴 川 又 淳 司 87
 ―食品加工を中心として―

 わが国技術教育のあり方に関する若干の考察 貞 広 太 郎 155
 ―70年代技術教育論争にふれて―

 ソーダ工業と食塩電解法 慈 道 裕 治 185
 ―その構造的・歴史的把握をめぐって―

 Ｊ・ウィーラード･ギッブスにおける熱力学体系の形成について 井 上 隆 義 217
 紹介：独占形成期における工学と研究機関の成立に関する実証的研究 宮 下 晋 吉 257 ―昭和57～59年度科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告書について―

 42号 （1987年 3 月）  
特集　コンピュータ系専門学校に関する実証的研究 
 序　章　調査の経過と概要 佐々木　嬉代三 
 第 1 章　コンピュータ系専門学校の位置と動向 竹 内 真 澄 7
 　第 1 節　コンピュータ系専門学校の急成長  9
 　第 2 節　調査校の特徴  27
 第 2 章　専門学校への進路選択過程と進学動機  39
 　第 1 節　出身世帯の経済状態と専門学校への進学 小 林 清 治 40
 　第 2 節　専門学校への入学と進路選択 中 村 　 正 52
 　第 3 節　コンピュータ系専門学校生の進学動機 村 上 文 司 80
 第 3 章　専門学校生の学校生活と人間関係  103
 　第 1 節　学校生活に対する意識 山 元 公 平 104
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 　第 2 節　専門学校生の人間関係 山 田 重 樹 136
 第 4 章　職業志向と就業動向・職業生活 湯 本 　 誠 155
 　第 1 節　専門学校生の職業志向  155
 　第 2 節　専門学校卒業生の職業生活  192
 第 5 章 情報処理産業と専門学校 湯 本 　 誠 219
 　第 1 節企業調査の概要  219
 　第 2 節　情報処理産業の労働力構成  226
 　第 3 節　専門学校卒業生の存在形態  238
 　第 4 節　専門学校卒業生の雇用動向  254
 　第 5 節　「専修学校ブーム」の問題点  276
 終　章　コンピュータ系専門学校の課題と展望 大　本　喜美子 289
 　第 1 節　コンピュータ系専門学校の基本問題  289
 　第 2 節　むすびにかえて  293

付録

 　 1 .「専門学校学生の生活と意識に関する調査」調査票
 　 2 .「専門学校機関調査」調査票
 　 3 .「専門学校生卒業生の職業生活に関する調査」調査票
 　 4 .「情報処理産業等における専修学校の評価に関する調査」調査票

 43号 （1987年 3 月）  
特集　第一次世界大戦前後の時代思想 
 はじめに 岩 井 忠 熊 1
 第一次大戦期のロシア革命論 岩 井 忠 熊 3 ―雑誌『中外』と内藤民治の言論活動―

 石橋湛山論 上 田 　 博 29 ―出発期の文芸・社会批評―

 水平社創立について 鈴 木 　 良 53
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 第一次大戦後における教育問題と論壇 菅 井 凰 展 83 ―義務教育費削減問題と公教育についての大山郁夫の論説を中心に―

 日露戦後の海外原油輸入問題 伊 藤 武 夫 117 ―浅野總一郎の海外原油輸入精製事業をめぐって―

 日本資本主義確立期の株主層の存在形態 後 藤 　 靖 149
 雑誌『中外』目録・解題・索引 伊 藤 武 夫 173
   上 田 　 博
   瀧 本 和 成
   広 川 和 子

記録

 第一次世界大戦が日本の思想・言論に与えた影響に関する総合的研究 229  ―昭和59年度文部省科学研究費補助金（総合研究Ａ）研究成果報告（抄）―

 44号 （1988年 3 月）  
特集　黒人体験の歴史的意義 
 はじめに  i
 世紀転換期とアメリカ黒人文学 古 川 博 巳 1
 ポール･ロブスンの生涯と思想 伊 藤 堅 二 33
 ジューン・ジョーダン 須 田 　 稔 77 ―怒りと愛の人民詩人―

研究ノート

 「第 2 次イタリア・エチオピア戦争」研究事始め 岡 倉 登 志 129 ―イタリア・エチオピア関係史研究序説（Ⅲ）―

 45号 （1988年 3 月）  
特集　巨大企業体制下の下請企業と労働者 
 　　　　―第Ⅱ期トヨタ調査中間報告（その 1 ）― 職業･生活研究会編 
 はじめに 辻 　 勝 次 1
 第 1 章　豊田市と自動車産業 中 川 勝 雄 12
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 　第 1 節　豊田市の都市形成過程  12
 　第 2 節　豊田市の逆ピラミッド型自動車産業構造 29
 第 2 章　下請企業の経営と管理  37
 　第 1 節　トヨタの協力企業と下請企業管理 宮 崎 信 二 37
 　第 2 節　零細経営の実態と事業主像 大　本　喜美子 67
 第 3 章　下請企業の労働力構成と労働過程  96
 　第 1 節　労働力構成とその特質 湯 本 　 誠 96
 　第 2 節　労働内容と職場状況 辻 　 勝 次 123
 第 4 章　下請企業の労務管理と労使関係  139
 　第 1 節　労務管理の概括 木 田 融 男 139
 　第 2 節　提案とＱＣ 村 上 文 司 144
 　第 3 節　教育訓練 湯 本 　 誠 166
 　第 4 節　労働組合と労使関係 奥 村 義 雄 188
 　第 5 節　労働者意識 木 田 融 男 202
 第 5 章　下請労働者の形成過程  220
 　第 1 節　生活歴と職業経歴の特質 高 橋 伸 一 220
 　第 2 節　生活史からみた労働者の諸類型 長 沢 孝 司 231
 第 6 章　トヨタと下請企業，下請企業労働者 辻 　 勝 次 248
 　第 1 節　80年代のトヨタおよび下請企業  248
 　第 2 節　トヨタの位置  251
 　第 3 節　トヨタと下請労働者  259
 　第 4 節　トヨタシステムと労働者諸層  269

補論  276
 　 1 　自動車下請企業の組織分析 沢　田　善太郎 276
   村 上 文 司
 　 2 　On Toyota’s Company Ideology Gronning, Terje 296

付録  311
 　 1 　『自動車関連事業所調査』調査票  311
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 　 2 　『自動車関連・従業員調査』調査票  320

 46号 （1988年 6 月）  
特集　社会主義のペレストロイカの諸相 ―社会・経済・文化―

 特集にあたって 井 手 啓 二 i
   上 田 　 寛
 対日政策におけるペレストロイカは可能か 吉 成 大 志 1
 東欧諸国の刑事立法の動向 上 田 　 寛 25 ―ソビエト刑法とのかかわりで―

 芸術におけるペレストロイカ 奥 村 剋 三 45 ―シャトロフの二つの戯曲―

 中国対外経済開放の諸相 松 野 昭 二 65 ―その政策展開と若干の特徴―

 中国社会主義論の変貌 井 手 啓 二 91 ―社会主義初級段階論の登場―

 ソ連のここ数年来の理論上の変化 程 　 極 明 123
   （訳　井手啓二） 
 Economic Reform in Poland : an Appraisal クシシトフ・チェルカ ウスキ 139
 ポーランドの経済改革 ヴァディスワフ・バァカ 167
   （訳　家本博一・田口雅弘）
 ポーランドにおける私的経済活動への課税 ヤン･クリンスキ 185
   （訳　田口雅弘） 

 47号 （1988年12月）  
特集　サイエンス・シティ建設地域の地理学的研究 
 まえがき 戸 所 　 隆 i
 Ⅰ．京阪奈丘陵の地理的特色とサイエンス・シティの建設 戸 所 　 隆 1
 Ⅱ．京阪奈丘陵周辺地域の自然環境　 原 　 秀 禎 29
 Ⅲ．京阪奈丘陵 3 町における給水空間および給水状況の変化 笠 原 俊 則 49
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 Ⅳ．木津川西岸・精華町域における農村地域の変容 河 島 一 仁 79
 Ⅴ．京阪奈丘陵における農業および土地利用の変化 片 平 博 文 109
 Ⅵ．京都府南部地域の小売商業分布に関する一考察 上 野 　 裕 127
 Ⅶ．大学等高等教育機関立地の地域への影響 戸 所 　 隆 149

 48号 （1989年 6 月）  
特集　大分テクノポリスの経済的研究 
 刊行の辞 杉 野 圀 明 i
 第Ⅰ章　大分県における工業立地の歴史的展開 杉 野 圀 明 1
 第Ⅱ章　テクノポリス構想の形成過程とテクノポリス法の問題点 杉 野 圀 明 75
 第Ⅲ章　九州における地域産業ビジョンの形成と工業立地の展開 杉 野 圀 明 149
 第Ⅳ章　大分県北国東テクノポリス計画の概要と問題点 杉 野 圀 明 207
 第Ⅴ章　大分テクノポリスと工業立地要因 杉 野 圀 明 295
 第Ⅵ章　大分テクノポリスと工業用地問題 杉 野 圀 明 373
 第Ⅶ章　大分テクノポリスと臨空工業地域開発 森 田 優 己 423 　　　　  ―空港整備を中心に―

 第Ⅷ章　技術開発及び技術交流の実態 山 本 幹 夫 467
 第Ⅸ章　地域雇用をめぐる諸問題 中 西 一 正 509
 第Ⅹ章　産業金融と資金分析 竹 味 能 成 545
 第Ⅺ章 テクノポリスと大分県貿易 岩 田 勝 雄 561
 第Ⅻ章　大分県工業･所得成長の動向からみたテクノポリスの位置と役割 鈴 木 　 登 587

 49号 （1989年11月）  
特集　現代の資本主義と労働問題 
 刊行にあたって 三 好 正 巳 i
 Ⅰ 資本蓄積論と労働問題 三 好 正 巳 1
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 Ⅱ 日本の労働組合運動における発展の合法則性 戸木田　嘉　久 31
 Ⅲ 「日本的労使関係」に関する覚書 浪 江 　 巖 51
 Ⅳ 最低賃金制の再編成と労働運動 細 迫 朝 夫 79
 Ⅴ「経済構造調整」下の労働時間問題 布　川　日佐史 101 　  ―時短を名目とする「合理化」の進展―

 Ⅵ パートタイム労働の改革をめぐる政策的対抗 伍 賀 一 道 125 　  ―イギリスの経験と日本―

 Ⅶ パートタイム政策のフランス的特徴 三 富 紀 敬 151
 Ⅷ わが研究生活をふりかえって 塩　田　庄兵衛 203

 50号 （1991年 3 月）  
特集　混住化への地域対応に関する研究―京都府城陽市の事例― 
 はしがき  i
 第 1 章　京都南部の都市化過程と城陽市域の構造的特性 遠 藤 　 晃 1
 第 2 章　集落の空間構成･習俗からみた混住化の意味と様相  高 木 正 朗 113
 第 3 章　伝統的自治組織と混住化 山　本　起世子 143
 第 4 章　住民の相互活動と地域の「生活力」 飯 田 哲 也 167
 第 5 章　城陽市のコミュニティ活動 関 井 友 子 197
 第 6 章　混住化と政治的異質性 鹿 又 伸 夫 221
 第 7 章　城陽市の地域計画 石 倉 康 次 237
 　付表
 　章別要旨

 51号 （1991年 5 月）  
特集　関西文化学術研究都市に関するアンケート調査分析 
 はじめに 杉 野 圀 明
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 第Ⅰ編　関西文化学術研究都市調査―研究開発に関する企業調査―
 　 1 ．調査の概要 慈 道 裕 治 1
   柳ヶ瀬　孝　三 
 　 2 ．回答を得た企業の概況 柳ヶ瀬　孝　三 1
 　 3 ．研究開発機能の現状について 柳ヶ瀬　孝　三 3
 　 4 ．研究開発機能の今後について 慈 道 裕 治 4
 　 5 ．関西文化学術研究都市への要望について 戸 所 　 隆 6
 　 6 ．進出予定ないし進出にあたっての障害について 柳ヶ瀬　孝　三 8
 　 7 ．調査結果についての若干のコメント 柳ヶ瀬　孝　三 10
 　資料 研究開発機能に関する調査表および分析結果 慈 道 裕 治
   柳ヶ瀬　孝　三
   井 内 尚 樹
 第Ⅱ編　関西文化学術研究都市に対する地域住民の期待と生活実態
 　 1 ．調査の概要 仲 上 健 一 53
 　 2 ．関西文化学術研究都市の建設と都市基盤･社会資本整備に対する住民の意見 戸 所 　 隆 74
 　 3 ．地域活動 中 川 勝 雄 82
 　 4 ． 生活環境 加 藤 薗 子 85
 　 5 ．スポーツ・文化活動及び教育環境 草 深 直 臣 96
   仲 上 健 一
   加 藤 直 樹 
 　 6 ．関西文化学術研究都市建設への住民の期待 福 井 英 雄 111
 　資料 アンケート調査票（関西文化学術研究都市についてのあなたのご意見を） 
 第Ⅲ編　関西文化学術研究都市の建設にともなう地域の変化に関する調査 戸 所 　 隆 129
 　 1 ．調査の目的  129
 　 2 ．調査の視点および作業仮説  129
 　 3 ．調査方法  130
 　 4 ．調査結果  130
 　資料 関西文化学術研究都市の建設にともなう地域の変化に関する調査票
 第Ⅳ編　関西文化学術研究都市への大学生の認知に関する調査 戸 所 　 隆 147
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 　 1 ．調査の目的  147
 　 2 ．調査の視点および作業仮説  147
 　 3 ．調査方法  147
 　 4 ．調査結果  148
 　資料 関西文化学術研究都市への大学生の認知に関する調査票

 52号 （1991年 9 月）  
特集　戦時下の京都地域 
 まえがき 後 藤 　 靖 i
 昭和初期の京都市経済と昭和 4 年の総動員演習 伊 藤 武 夫 1
 京都における農村経済更生運動の一事例 松 野 周 治 39 ―旧竹野郡木津村―

 村と民衆統合 赤 澤 史 朗 65
 ―『木津村報』の分析―

 日中戦争下の兵士たち 井 口 和 起 103
 ―出征兵士たちの村役場宛通信から―

 防空動員と戦時国内体制の再編 鈴 木 栄 樹 131
 ―防空態勢から本土決戦態勢へ―

 作家白鳥は沈黙していたか 上 田 　 博 169
 編集後記  

 53号 （1991年11月）  
特集　1930年代アメリカ文学再考
 はしがき 永 原 　 誠 
 1930年代のフォークナー 山 下 　 昇 1
 ―語りの方法と歴史意識の深化―

 フォークナーの危機意識と南部の歴史 梶 野 正 子 19
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 ヘミングウェイのスペイン戦争 井 川 眞 砂 39 ―スペイン戦争特派員報告を読む―

 ジェイムズ・Ｔ・ファレルの『スタッズ・ロニガン』 広 瀬 英 一 75 ―その技法と1930年代―

 1930年代とウィラ・キャザー 桧 原 美 恵 93
 時代の形式 村 山 淳 彦 123 ―ノンフィクション―

 30年代左翼批評とケネス・バーク 加 藤 恒 彦 155 ―『歴史への心構え』から『文学形式の哲学』へ―

 54号 （1992年 3 月）  
特集　巨大企業体制と住民生活 
 　　　―第Ⅱ期　トヨタ調査中間報告（その 2 ）― 職業･生活研究会編
 はじめに  
 第 1 章　Ｍ町の概況と住民構成の特徴 中 川 勝 雄 1
 第 2 章　家族生活と生活時間 中 川 順 子 29
 第 3 章　住民の余暇生活と意識 大 倉 秀 介 59
 　　　　　―個人調査から―

 第 4 章　住民の社会意識 岩 崎 信 彦 79
付録

 1  『豊田市住民生活調査』調査票  93
 2  『地域生活調査（個人票）』調査票  107
 3  『生活時間調査』調査票  113

 55号 （1992年11月）  
特集　ME化技術革新と現代産業 
 はしがき  
 第 1 章　日本電機独占企業と半導体産業 山 下 高 之 1
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 第 2 章　NC工作機械の普及と「機械体系」の変化 森 野 勝 好 19
 第 3 章　技術革新下の日本工作機械製造業 森 野 勝 好 67
 第 4 章　オートメーションの二つの形態、FMSとFTL 慈 道 裕 治 123 　　　　  ―現代オートメーション論への一局面―

 第 5 章　技術の体系性とオートメーション 慈 道 裕 治 155 　　　　  ―現代オートメーション論への一視角―

 第 6 章　オートメーションと技術的労働 高 木 　 彰 183 　　　　  ―青水司氏の所説に関連して―

 56号 （1993年 3 月）  
特集　被害の実態と法的救済 
 まえがき 長 尾 治 助 
 第 1 章　被害者としての未成年者像と未成年者保護法理 坂 東 俊 矢 1 　　　　  ―未成年者取消権のあり方についての一考察― 
 第 2 章　鹿児島県における消費者被害像 別 府 三 郎 33
 第 3 章　ゴルフボール製作内職商法被害事件 由 良 登 信 49
 第 4 章　消費者取引と融資者責任 村 本 武 志 63 　　　　  ―最近の裁判事例を中心に―

 第 5 章　民事紛争処理手続の多様性と機能分担 水 野 五 郎 91
 第 6 章　健康被害における現状と課題 三 浦 正 行 115 　　　　  ―子どもの ｢生きる力｣ と健康教育をとりまく問題を中心に―

 第 7 章　製品の安全に関する自主規制 長 尾 治 助 145

 57号 （1993年 3 月）  
特集　淡路島リゾートの開発と問題点

調査報告  

 兵庫県の総合計画と淡路島リゾート構想 岩 田 勝 雄 1
 淡路島リゾート構想とその変更 大 藪 輝 雄 15
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 リゾート開発と洲本のまちづくり 戸 所 　 隆 33 ―都市地理学の視点から―

 北淡町リゾート開発と住民意識 竹 濱 朝 美 47
 淡路町における巨大プロジェクト建設の現状と問題点 岩 田 勝 雄 55
 三原町の産業とリゾート構想 松 原 豊 彦 67
 西淡町におけるまちづくりとリゾート開発 若 林 洋 夫 75
 五色町におけるリゾート開発構想と問題点 杉 野 圀 明 95
 淡路島リゾート 一宮町 二 場 邦 彦 105
 東浦町の県リゾート開発構想への対応と「フラワータウン東浦」構想 福 井 英 雄 111
 南淡町調査報告 安 本 典 夫 125
 淡路島・緑町とリゾート構想 山 下 高 之 133
 海の玄関口への模索 香 川 貴 志 143 ―津名港におけるリゾート整備とその課題―

 あとがき 大 藪 輝 雄 

 58号 （1993年 7 月）  
特集　フェミニズムと生活文化 
 はしがき 清 野 正 義 
 1 ．ナワル・エル・サーダウィの世界 清 野 正 義 1 　　 ―アラブ諸国の女性たち―

 2 ．孤独な女性作家，ベッシー・ヘッドを訪ねて 楠 瀬 佳 子 67 　　 ―拒絶と受容のはざまで―

 3 ．セクシュアリティの選択 善 積 京 子 85 　　 ―「同性愛」の評価から異性交強制社会の反省―

 4 ．中国のキャリアウーマンを支える社会制度 趙 　 莉 萍 109
 5 ．労働者の退職文化の形成と年金問題 深 沢 和 子 131 　　 ―イギリス老齢年金形成時における女性の年金権問題―

 6 ．アメリカにおける家族政策の動向と女性の「自立」 渋 谷 敦 司 147
 7 ．直系家族と近代小家族の成立と変容 熊 原 理 恵 169
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 8 ．現代の母性と母性主義 大　木　恵美子 203 　　 ―姫岡とし子著『近代ドイツの母性主義フェミニズム』（勁草書房，1993年）を読む―

 59号 （1993年10月）  
特集　日本思想とドイツ学受容の研究 
 はしがき 末 川 　 清 
 第一部　日本近世の諸思想の展開  
 　安藤昌益における自然の概念 西 川 富 雄 1
 　動物譚に秘められた批判 C･ヴァイドナー 19 　 ―『法世物語』に見る安藤昌益の同時代社会観―

 　石田梅岩の思想と商人社会 衣 笠 安 喜 47
 　山県大弐の社会観について G･グレーヴェ 65
 　片山兼山の思想的立場 M･キンスキー 95 　 ―儒学的学問観―

 　広瀬淡窓の経世論について 楊 　 宏 民 115 　 ―徂徠学との比較を通して―

 　対外危機と松平定信の神国思想 清 水 教 好 145 　 ―その生成と展開についての覚書―

 　幕末国学における ｢比考｣ の転回 桂 島 宣 弘 161 　 ―「自己言及的」言説の行方―

 　「誠」中心の儒学について 王 　　　家　 驊 189 　 ―中・日儒学の比較―

 第二部　近代日本の形成とドイツ  
 　ローレンツ・シュタインにおける日本とドイツ 末 川 　 清 203
  言語学の「受容」 長 志 珠 絵 227
 　西洋哲学受容の開始 保 井 　 温 249 　 ―西周の思想的課題―

 　加藤弘之とＥ・ヘッケル 服 部 健 二 273
 　パウル・マイエット 羽 賀 祥 二 295 　 ―「亜細亜ノ孛魯西国」＝日本の改革―
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 　ドイツ型信用組合の移入と報徳社 見 城 悌 治 329
 　萱野長知の辛亥革命以前に於ける主張と活動について J ・ リ ン ス 353
 　日本のライフスタイル K ・ ク ラ ハ ト 377 　 ―生活規範に関する研究プログラム―

 　出合い K ・ ク ラ ハ ト 429
 あとがきにかえて 衣 笠 安 喜
   末 川 　 清

 60号 （1994年 2 月）  
特集　製造物責任と消費者サービス取引法 
 まえがき 長 尾 治 助
 製造物責任法制化の最近の動きと課題 浅 岡 美 恵 1 ―欠陥の定義と証明負担のありかたをめぐって―

 討論 1 　アメリカにおける製造物責任の動向 ジェームズ・A・ヘンダーソン 55 　　　　  ―アメリカ製造物責任法リステイトメント（第 2 次）の改正について― （訳　橋本   聡）
 討論 2 　アメリカにおける製造物責任訴訟の現状 ジョージ･ソウル 69 　　　　  ―アメリカにおける製造物責任訴訟戦略― （訳 堀田牧太郎） 
 現代日本における健康被害の特徴 三 浦 正 行 81 ―「過労死社会」での健康の質を考える―

 サービス法と消費者問題 長 尾 治 助 105
資料

 1 　民間有料老人ホーム終身利用契約  135
 2 　預託金制クラブ会員契約  153
 3 　学習サービス契約  165
 4 　結婚紹介サービス契約  173
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 61号 （1994年 3 月）  
特集　クレジット債権の確保と消費者保護 
 はしがき 
 物上保証人に対する債権者の義務 山 本 隆 司 1
 報告 1 　与信債権行使の適正化 今 　 瞭 美 51
 報告 2 　消費者破産と債権者救済 菊 井 康 夫 93
 多重債務者のためのクレジットカウンセリングの役割 坂 本 佶 三 107
 営業譲渡の方式により債務逃れをした場合の対抗措置 三　浦　多喜雄 131
 クレジットカード法試論 長 尾 治 助 153
 資料　簡易裁判所における消費者信用訴訟の実態と問題点 （1989年 9 月） 日本弁護士連合会
   消費者問題対策委員会
   消費者信用訴訟プロジェクトチーム 223

 62号 （1994年 3 月）  
特集　船員の島・粟島における経済基盤と空間構造の変化 
 まえがき 戸 所 　 隆 
 詫間町全図 
 Ⅰ　船員の島・粟島をとりまく立地環境と空間構造の変化 戸 所 　 隆 1
 Ⅱ　粟島における人口構造の変化 香 川 貴 志 39 　　 ―海員学校閉鎖のインパクト―

 Ⅲ　粟島における生活空間の構造 山 下 博 樹 63 　　 ―経済基盤との関連において―

 Ⅳ　粟島における耕地の増減と土地条件 青 木 哲 哉 89
 Ⅴ　粟島における海運業の展開 河 原 典 史 107 　　 ―近世後期から近代前期を中心に―

 Ⅵ　粟島におけるリゾート開発と余暇活動 古 賀 慎 二 141
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 63号 （1995年 3 月）  
特集　弱者と人権 その現状と課題 
 まえがき 長 尾 治 助
 ヘルスビジネスの隆盛と「健康ブーム」の意義について 三 浦 正 行 1
 ドイツにおける国際労働契約法上の個別問題 米 津 孝 司 65 ―労働契約準拠法の適用範囲と特別連結―

 日本におけるクレジット債務保証人の法的保護 長 尾 治 助 119 ―その必要性と立法の方向―

研究

 日本の福祉施設と利用者の権利 副 島 洋 明 135 ―福祉施設の利用者に関する約款を通して利用者の権利を考える―

資料

 アジアにおける高齢化問題 平 塚 秀 衛 185
報告と討論

 障害者の参政権保障の現状と課題 山 本 　 忠 221 ―京都における知的障害者の調査を中心にして―

 64号 （1996年 1 月）  
特集　多文化主義と人権 
 まえがき 長 尾 治 助
 差別と消費者信用市場 イアン・ラムゼイ 1
   トニィ・ウィリアムズ
   （訳　平塚秀衛） 
 オーストラリア法における多文化主義 杉 原 充 志 17 ―いわゆる「通常人（reasonable man）」の概念を巡って―

 日本における外国人の人権と言葉の壁 水　野　真木子 35 ―刑事事件における司法通訳問題を中心とした一考察―

 サービス契約における差別 長 尾 治 助 85
報告

 カナダにおける多文化主義と人権をめぐる諸問題 マリカ・オマツ 97
   （訳  野口メアリー） 
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論説

 ワラント取引における信義則の適用 村 本 武 志 111

 65号 （1996年 2 月）  
特集　近代京都における自由主義思潮の研究 
 まえがき 鈴 木 　 良 
 義民顕彰をめぐる自由主義とファシズム 後 藤 正 人 1 ―小室信介編『東洋民権百家伝』について―

 自由法学の誕生 鈴 木 　 良 25 ―岡村司の民法研究について―

 明治末期における自由主義的社会政策論の一類型 横 井 敏 郎 65 ―河田嗣郎の家族制度論と国家観―

 土田杏村と自由大学 佐々木　敏　二 93 ―後藤恭、山本宣治との関係を中心に―

 高田保馬の詩文と学問 上 田 　 博 121 ―与謝野鉄幹・晶子との文雅の交流―

 佐々木惣一における自由主義と憲法学 出 原 政 雄 143 ―「国体」論の内実と変遷を中心にして―

 66号 （1997年 1 月）  
特集　市場経済化をめぐるロシアと中国
  　　 ―1995年モスクワシンポジウム1996年北京シンポジウムの報告を中心に―

 第Ⅰ部　体制転換と社会労働問題〈日本とロシアの比較〉
 　　　　  ―1995年モスクワシンポジウムの報告を中心に―

 　まえがき 
報告

 　1995年モスクワシンポジウムの概要 塚 田 雅 幸 1
論文

 　社会経済システムの枠組みについて 三 好 正 巳 11 　 ―ロシアと日本を対比するための予備的考察―
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 　体制転換と社会労働問題 芦 田 文 夫 53 　 ―戦後の日本と現在のロシアとの対比―

 　移行期ロシアの社会―労働問題 塚 田 雅 幸 73 　 ―1995年度上半期モニタリング報告から―

資料紹介

 　1995年ロシア経済の社会―労働問題（翻訳） 塚 田 雅 幸 99
 　全ロシア労働モニタリングの統一的指標体系と組織―技術的シェーマ（翻訳） 塚 田 雅 幸 119
 　市場形成期におけるロシアの労働運動 芦 田 文 夫 157
 第Ⅱ部　現代日中経済構造の比較研究
 　　　　  ―1996年北京シンポジウム―

 　まえがき 岩 田 勝 雄 185
報告

 　 1  中国経済成長方式の転換過程における諸困難 薫 　 輔  188
 　 2  現代国際経済の諸特徴と経済学の課題 岩 田 勝 雄 196
 　 3  中国金融システムの改革について 李  揚 199
   荀 　 大 志 
 　 4  民工の就業構造と労働力市場の形成 蔡  昉 207
 　 5  地域経済格差とマクロ経済変動 　 鋼 明 216
 　 6  日本経済の発展モデル 平 田 純 一 228
 　 7  平成バブル不況にみる経済変動の性格と特徴 鈴 木 　 登 237

論文

 　経済システムの「社会変革」と ｢社会進化」 高 木 　 彰 243

 67号 （1997年 2 月）  
特集　 第 5 期総合研究の成果『世紀転換期の日本と世界』（全 5 巻）をめぐって 
 まえがき 森 野 勝 好 
 第 1 巻『法の構造変化と人間の権利』について 
 　「人間の権利」と市民法論 戒 能 通 厚 1 　  ―書評にかえて―
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 　討論 生 田 勝 義  他 37
 第 2 巻『21世紀経済学のパラダイム』について 
 　『21世紀経済学のパラダイム』によせて 柿 崎 　 繁 71
 　経済学の危機とパラダイムの転換 増 田 寿 男 87
 　『21世紀経済学のパラダイム』の編集を終えて 高 木 　 彰 103
 第 3 巻『脱日本的経営の討論』について  
 　大競争時代の日本的経営像 安 井 恒 則 109
 　「脱日本的経営」は可能か 坂 本 　 清 125
 　討論のまとめ 玉 村 博 巳 149
 第 4 巻『転換期の社会と人間』の編集を終えて 中 川 勝 雄 161
 第 5 巻『文化の変容と再生』について  
 　転換期の自己意識 池 田 浩 士 173 　　―書評にかえて―

 　開かれた「ことばと文化」に向けて 山 口 幸 二 191
 　討論のまとめ 木 村 一 信 205
   奥 村 剋 三 
 討論　 第 5 期総合研究をふりかえって  211

 68号 （1997年 3 月）  
特集　移住と社会的ネットワーク―沖縄県今帰仁村を事例にして― 
 はじめに  
 1 ．調査課題と調査経過 佐 藤 嘉 一 1
   中 川 勝 雄 
 2 ．移民供給村における住民生活と社会構造（その一） 中 川 勝 雄 7
 3 ．今帰仁村崎山地区の農業の展開と移住経験の継承 河 原 晶 子 43
 4 ．移住（海外・本土）と社会的ネットワーク 佐 藤 嘉 一 67 　　 ―郷友会組織と呼寄―

 5 ．「復帰」世代の「本土移住」体験 佐 藤 嘉 一 113 　　 ―その出（離）郷と帰郷の条件―
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 6 ．本土沖縄人社会の生活世界 金 城 宗 和 193 　　 ―大阪市大正区を事例に―

 7 ．沖縄をめぐる関係性のネットワークと文化の現在 魁　生　由美子 231
 8 ．沖縄におけるハンセン病問題 中 村 文 哉 259 　　 ―その生活誌からみるもうひとつの沖縄―

 9 ．移住とアイデンティティー 森 田 浩 平 293

 69号 （1997年10月）  
特集　フェミニズムと生活文化（ 2 ） 
 はじめに 清 野 正 義 i
 近代家族論と家族社会学のパラダイム転換 熊 原 理 恵 1
 家族の擁護と女性解放 遠　山　日出也 43
 家事労働の過剰と社会化 黒 田 慶 子 87 ―伊田広行氏の家事労働論への疑問―

 近代差別の伝統と再構成 杜　　　恵美子 127 ―被差別部落の通婚をめぐって―

 Working Time , Sports and Space Masayoshi SEINO 151

 70号 （1998年 2 月）  
特集　続・近代京都における自由主義思潮の研究 
 はじめに  
 近代京都に於ける自由主義思潮の源流 鈴 木 　 良 1
 河合榮治郎の愛国自由主義 中 谷 　 猛 23 ―批判精神と祖国愛の論理―

 児玉花外『社会主義詩集』と大塩中斎顕彰 後 藤 正 人 57 ―社会的ロマン派詩人の思想と行動―

 西田哲学における自由について 田 平 暢 志 89
 昭和史の高田保馬 上 田 　 博 119
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 岡村司年譜・著作目録 福 井 純 子 153

 71号 （1998年 3 月）  
特集　消費者問題と法の変動 
 まえがき 長 尾 治 助
 消費者と権利  
 　マレーシヤの消費者保護事例の研究 ソチ･ラチャガン 1
   （訳 平塚秀衛） 
 　アルゼンチンおよび南米共同市場における消費者の権利 ガブリエル・Ａ・スティグリツ 25
   （訳　倉田   玲） 
 　イスラエルにおける約款規制 鹿　野　菜穂子 45
 金融・投資と法  
 　韓国の金融紛争調停委員会制度 劉 　 宣 基 67
 　投資事業者の忠実義務と専門家責任 村 本 武 志 79
 消費者信用と法  
 　韓国におけるクレジットカードによる割賦取引と抗弁の対抗 李 　 致 泳 113
 　統一消費者信用法（提案）の規制対象 長 尾 治 助 127

 72号 （1998年 9 月）  
特集　トクヴィルと現代 
 まえがき 中 谷 　 猛 i
 トクヴィルを読む 中 谷 　 猛 1 ―未知なる力としての「デモクラシー」と「国民」の概念について―

 デモクラシーと国民国家 中　本　真生子 31 ―トクヴィル『アメリカにおけるデモクラシー』にそくして―

 トクヴィルのデモクラシー論における新聞の位置 長谷川　秀　樹 53 ―ジャーナリズムの自由と分権―



274 立命館大学人文科学研究所紀要（100号）

 平等との戦い 辻 本 庸 子 73 ―トクヴィルとクーパー―

 デモクラシーが生んだアメリカの詩人たち ウェルズ　恵子 87 ―トクヴィルの予言を検証する―

 トクヴィルを読む 小 林 恵 子 103 ―『アメリカにおけるデモクラシー』第2巻第4部が語るもの―

 73号 （1999年 2 月）  
特集　総力戦と社会変動 
 はしがき 伊 藤 武 夫 i
 第一次世界対戦前後期日本軍事工業の労使関係 池 田 憲 隆 1 ―海軍工廠の労務政策を中心として―

 第一次世界大戦期アメリカにおける石油産業動員体制の構築過程 高 嶋 正 晴 23
 石油専売制の実施過程 伊 藤 武 夫 53 ―戦時石油統制の一齣―

 音楽による国民教化動員 戸ノ下　達　也 81 ―演奏家協会、日本音楽文化協会の活動から―

 第二次世界大戦期におけるCABの設立とその活動の関する覚え書き 黒 川 章 子 105
 フランスの経済、社会、政治文化、記憶に対する第二次世界大戦の影響 ロベール･フランク 133
   翻訳　廣田　功
   　　　深澤　敦
   コメント　深澤　敦 

 74号 （2000年 3 月）  
特集　市場システムと現代の経済学 
 はしがき 高 木 　 彰 i
 第 1 章　歴史的形成過程からみた市場制度としての精神文化と制度文化 鈴 木 　 登 1 　　　　  ―そのシステム・運営ルール・慣行における西洋および東洋の諸特徴―

 第 2 章　商品交換と交換者の意思行為 高 木 　 彰 49
 第 3 章　現代国際経済論研究と政策課題 岩 田 勝 雄 81
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 補論 1 　人民元切り下げと中国の貿易収支調整 黄 　 駿 117
 補論 2 　中国における外資導入政策と自動車産業の再編 彭 　 奕 漫 141 　　　　  ―多国籍自動車企業の資本・技術移転に関連して―

 75号 （2000年11月）  
 紀要の編集方針変更に際しての御挨拶 山 口 　 定
 明治期京都の講談席 福 井 純 子 1
 代議制論としての民本主義の政治システム構想 小 関 素 明 33
 戦時下の相撲界 赤 澤 史 朗 85 ―笠置山とその時代―

 太平洋戦争下の報道技術者 井 上 祐 子 161 ―今泉武治の「報道美術」と写真宣伝―

 76号 （2001年 3 月）  
 ロシア革命における「収奪者の収奪」 森 岡 真 史 1
 戦後ソ連社会主義と消費動態・消費者行動 林 　 裕 明 33
 通貨･金融危機後のロシアにおける金融再編と経済政策 溝　端　佐登史 57
 ロシアにおける資本主義の復活とその特異性 小 野 一 郎 97 ―どこから来てどこへ行くのか―

 ロシア･ソ連における「民主主義的変革」と「社会主義的変革」 芦 田 文 男 127
 「福祉国家」と市場システム 三 好 正 巳 169
 ―その問題の所在について―

 ネパールの民主化と都市スクンバシ集落の「コミュニタス」的特徴 山 本 勇 次 199 ―ネパールの都市スラム街に咲いた自治組織の花は枯れてしまうのか？―

 フランス憲法院判例の動向―1999年 蛯 原 健 介 247
   三 木 卓 也 
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 77号 （2001年 9 月）  
 メキシコにおける公共空間の創出と新しい社会運動 松 下 　 冽 1 ―1985～1995年を中心にして―

 コルシカ地位改革の法的分析 長谷川　秀　樹 35 ―立法権・地域語・権限移譲―

 谷干城覚書 岩 井 忠 熊 61
 近代日本の植民地蓄牛資源開発 河 端 正 規 97 ―1909年韓国興業株式会社釜山支店畜産部の開業について―

書評

 Mechanisms of Power in the Soviet Union,（eds.） 
Niels Erik Rosenfeldt,Bent Jensen and Erik 
Kulavig,Macmillan Press Ltd.,2000* 溝　端　佐登史 125
資料紹介

 戦前日本の社会学者米田庄太郎著作目録・略年譜・参考資料・書誌 横 井 敏 郎 139

 78号 （2001年12月）  
 「現実主義」というヘゲモニー 豊 下 楢 彦 1
 日本におけるフェミニズムと「政治」 岩　本　美砂子 31 ―『資料ウーマンリブ史（全 3 巻）』を中心に―

 軍事ヘゲモニーの浸透と自治体の関与 池 尾 靖 志 55
 日本近代歴史学の危機と問題系列 小 関 素 明 91
 異端の仏教者 赤 澤 史 朗 133 ―角張東順（月峰）論（ 1 ）―

書評

 藤巻正己編　『生活世界としての「スラム」―外部者の言説・住民の肉声―』古今書院 中 谷 哲 弥 173
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 79号 （2002年 1 月）  
特集　余暇と祝祭文化 
 17世紀の危機 山 井 敏 章 1 ―資本主義ならびに近代国家の成立をめぐる二つの論争―

 国民形成期ドイツにおけるトゥルネン協会史研究の課題と資料 有 賀 郁 敏 37
 Nagano Olympic:Re-Inventing Japaneseness in a 

Global Imagination 山 下 高 行 87
 ノルベルト・エリアス：1950-1970 市 井 吉 興 109 ―「超領域的人間学」への跳躍―

 サッカーファンは社会を変えるか？ 坂　　　なつこ 135 ―調査中間報告：視点と仮説―

 ドイツ第二帝政創設期における文化的国民形成とドイツトゥルネン祭（付、訳者解題） M･クリューガー 著 163
   （訳　有賀郁敏） 

論文

 仏教者の戦時下抵抗 赤 澤 史 朗 191 ―角張東順（月峰）論（ 2 ）―

 80号 （2002年 9 月）  
 貧困からの脱出を阻害するもの 江 口 信 清 1 ―ドミニカ国農民社会の事例―

 子ども達のエージェンシー 中 根 智 子 29 ―インドのスラム地区に暮らす子ども達の事例―

 EUの南東欧政策と戦後復興計画構想の比較検討 田 中 　 宏 51
 英米から見た日本の台湾支配 梶 居 佳 広 83 ―戦間期領事報告を中心に―

 アメリカ合衆国における「結社」観 木 下 智 史 121
 D・ラヴォア『対抗』の主観的貢献* 塚 本 恭 章 135 ―社会主義計算論争の現代的再生―

研究ノート

 排耶というトレンド 福 井 純 子 161 ―1880年代京都の宗教事情―
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 81号 （2002年12月）  
 アメリカ労働法における中間団体としての労働組合 佐 藤 敬 二 1
 2002W杯はどのように語られたか 黄 　 盛 彬 25 ―試論「日韓比較」の再考：1996年共催決定から 2002年開幕まで―

 Sport, öffentlichkeit und Minorität :Eine kritische 
Betrachtung über die öffentlichkeit des Sports in 
Japan 有 賀 郁 敏 55

 「倭寇」と海洋史観 秦 野 裕 介 77 ―「倭寇」は「日本人」だったのか―

 戦時下の漫画 井 上 祐 子 103
 ―新体制期以降の漫画と漫画家団体―

 「もうひとつのライフスタイル」 村 瀬 　 智 135
 ―ベンガル社会と宗教的芸能集団―

 比較経済システム研究におけるD･ラヴォアの貢献 塚 本 恭 章 161 ―社会主義計算論争の現段階への射程―

 82号 （2003年12月）  
特集　近代日本社会の軍事動員と抵抗 
 はじめに 赤 澤 史 朗
 おなべをもってどこいくの 福 井 純 子 1 ―日清戦争期の漫画が描いた清国人―

 青島守備軍支配下の食牛開発 河 端 正 規 33
 嘉仁天皇大権空洞化（統治大権・統帥権・皇族監督権）と「摂政」設置へ 小 林 幸 男 53
 日本陸軍と馬匹問題 杉 本 　 竜 83 ―軍馬資源保護法の成立に関して―

 戦後日本における戦没者の「慰霊」と追悼 赤 澤 史 朗 117
 戦後宗教者平和運動の出発 森 下 　 徹 135

研究ノート

 戦後沖縄における「68年体制」の成立 櫻 澤 　 誠 163 ―復帰運動における沖縄教職員会の動向を中心に―  



279立命館大学人文科学研究所紀要

個別論文

 国際知的財産法の体系 樋 爪 　 誠 183 ―序論的考察―

 83号 （2004年 2 月）  
特集　スラム地区の形成、クリアランス計画、そして自生的リーダー 
 はじめに 江 口 信 清
 大阪最初のスラムクリアランスとその帰結 加 藤 政 洋 1 ―「木賃宿的長屋」地区の形成をめぐって―

 スラムの形成とクリアランスからみた大阪市の戦前・戦後 水 内 俊 雄 23
 ヒンドゥー教と共産主義のイデオロギー葛藤 山 本 勇 次 71 ―ネパールの多政党民主主義時代の政治的混迷―

 スラム開発におけるリーダーシップの検討 森 川 真 樹 115 ―パキスタンの事例からの考察―

 フィリピン・メトロマニラ郊外の再定住地における地域社会開発の課題 小田川　華　子 141 ―状況的課題とリーダーシップの考察を通して―

 スラムの自生的リーダーと協同戦略のジレンマ 江 口 信 清 167 ―ドミニカ国のスラムの事例―

 84号 （2004年 3 月）  
 「中間団体」論の視点と課題 大久保　史　郎 1
 憲法問題としての政治献金 中 島 茂 樹 19 ―熊谷組政治献金事件福井地裁判決を素材に―

 民法における法人の権利 和 田 真 一 43 ―憲法学との対話―

 アメリカにおける法人の表現の自由 市 川 正 人 63
 ドイツにおける法人の人権および結社の自由 永 田 秀 樹 81
 ドイツにおける団結権論の最近の動向 倉 田 原 志 101
 フランスにおけるアソシアシオンの現状 村 田 尚 紀 119
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 85号 （2005年 3 月）  
講演論文

 講演論文によせて 中 島 茂 樹 1
 Internationalisation of the State: A Challenge for 

Materialist State Theory Joachim Hirsch 3
 （訳文）現代国家の国際化 堀 　 雅 晴 23 　　　　―唯物論的国家理論に対する挑戦―

論文

 トクヴィルと帝国意識 中 谷 　 猛 43 ―アルジェリア論を手掛かりにして―

 アルジェリア戦争以降の思想 加 國 尚 志 81 ―ファノン、サルトル、フーコー、サイード―

 滑稽雑誌のかたち 福 井 純 子 97
 日本国際連盟協会～30年代における国際協調主義の展開～ 岩 本 聖 光 115
 矢内原忠雄の沖縄訪問 櫻 澤 　 誠 149 ―講演における問題構成とその受容について―

 天保飢饉以後・人口回復期の出生と乳幼児死亡 向 田 徳 子 171 ―陸奥国大籠村の社会階層と懐妊調帳・人数改帳・過去帳―  

 86号 （2006年 3 月）  
講演論文

 Beyond Developmental States: A Regulationist 
and State Theoretical Analysis B o b  J e s s o p 1

 （訳文）開発国家を超えて 中 谷 義 和 37
 　　　　 ―レギュラシオン学派と国家理論分析― 千 守 隆 夫 

論文

 暴力・審判・救済 服 部 健 二 77 ―ヘーゲル哲学を参考に―

 『我楽多珍報』の周辺 福 井 純 子 105
 “東亜の盟主”のグラフィックス 井 上 祐 子 129 ―アジア・太平洋戦争期の対外向けグラフ雑誌を比較して―
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 占領期の民間情報教育活動 岩 本 聖 光 157 ―1947,8年の長崎県を中心として―

 87号 （2006年 3 月）  
特集　19世紀東北日本のdemographic regime研究―飢餓、収奪、貧困、疫病ー 

 緒言 高 木 正 朗
 近世国家の人口とその趨勢 高 木 正 朗 7
  ―仙台藩郡方・一関藩村方人口の復元：1668-1870年― 新 屋 　 均 
 近世集落規模と人口移動 河 島 一 仁 41 ―陸奥国磐井郡狐禅寺村の「屋敷」と「小名」―

 武士層における育子手当支給の諸相 沢　山　美果子 61 ―19世紀前半期の一関藩―

 近世後期・一関藩領における年貢納入 松 浦 　 昭
  ―狐禅寺村を中心して― 李 　 東 彦 99
 天明飢饉期・東北農村の人口変動と死亡構造 山　本　起世子 133 ―仙台領 3 箇村の事例―

 『鮫御役所日記』からみた天明飢饉と漁村 溝 口 常 俊 161
 ―八戸藩の場合―

 近代初期の疾病・死亡構造と健康水準 椿 　 　 　 啓 子
 ―移行期東北農村の 1 事例：1884−1898年― 中　川　　　克 181

研究ノート

 19世紀初期の庶民の生命表 長 澤 克 重 215 ―狐禅寺村の人口・民政資料による―

資料研究

 近世国家の文書管理 高 木 正 朗 227 ―18−19世紀中期・仙台藩の「人数帳引合」―

 88号 （2007年 3 月）  
講演論文

 Economic Integration in East Asia and Japan’s 
Strategy towards an East Asian Community 西 口 清 勝 1
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 The Architecture of Aftermath: Iconomy and 
Contemporaneity Terry SMITH 33

 （訳文）事件後の建築 亀 井 大 輔 49 　　　　―アイコノミーと同時性―

論文

 再生可能エネルギー普及に関するドイツの経験 大 島 堅 一 65 ―電力買い取り補償制の枠組みと実際―

 日本国憲法制定と地方新聞論説：中間報告 梶 居 佳 広 93
 近世国家の人口減対策 高 木 正 朗 133
  ―19世紀・一関藩の政策とその結果― 向 田 徳 子 
 一関藩領における米・塩をめぐる諸問題 李 　 東 彦 169 ―買米制度・塩専売制度を中心にして―

研究ノート

 19世紀の村落体制と貧民・貧困 頼 富 省 三 195 ― 江戸末期の仙台領・一関領の事例 ―

 89号 （2007年 3 月）  
特集　社会的弱者の自立と観光現象
 はじめに 江 口 信 清
 Does Tourism Help to Alleviate Poverty? 

A Case of Vendors in Rizal Park in Manila, 
Philippines 四 本 幸 夫 5

 Creating Diversity: Ethnic Tourism and Hill 
Tribes of Northern Thailand 石　井　香世子 37

 Community-Based Ecotourism in Ecuador and 
Its Contribution to the Alleviation of Poverty David PEATY 57

 Who does care the Preservation of Nature? :A 
Case Study of Tourism among the Arawaks of 
Santa Mission, Guyana 江 口 信 清 83

 ケイパビリティから見た貧困削減のための観光開発 池 本 幸 生 113 The Capability Approach for Pro-poor Tourism  
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研究ノート

 地震災害後の遺産観光 瀬 川 真 平 149 ―ジャワ島中部地域の調査から―

 エスニック観光における古城とペー族銀細工店 雨 森 直 也 169 ―中国雲南省西北部を例にして―

 90号 （2008年 3 月）  
講演論文

 The Age of Globalization:The Democratic 
Theory of C.B. Macpherson Frank CUNNINGHAM 1

 〈訳文〉グローバル化の時代 （訳　中谷義和） 19 　　　　 ― C.B.マクファーソンの民主政理論―

 Civil Society and Democratic Governance: Accountability 
in Transnational Governance Networks MortenOUGAARD 37

 〈訳文〉市民社会と民主的ガバナンス （訳　水野賢二） 57
 　　　　 ―トランスナショナル・ガバナンスネットワークの説明責任― 

論文

 無三四と帽子とアカペラと 福 井 純 子 75 ―出版物に見る憲法発布―

 新憲法制定と新聞論説 梶 居 佳 広 115 ―近畿地方を中心に―

 戦後民主主義と「良識の府」 吉 田 武 弘 155 ―参議院制度成立過程を中心に―

 1950年代沖縄の地域における教員の役割について 櫻 澤 　 誠 177 ―社会運動の基盤形成を軸に―

 91号 （2008年 3 月）  
特集　観光を通じた社会的弱者の自立は可能か 
 はじめに 江 口 信 清
 中産階級の成長と貧困削減に対するフィリピンの観光の影響についての予備的評価 四 本 幸 夫 5
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 ルーラル・ロッジとホームステイ デイヴィッド・ピーティ 31 ―貧困削減へのアプローチ―

 ナショナリティの狭間で 石　井　香世子 49 ―タイの山地民の法的地位―

 ベトナムにおける少数民族と観光政策 タ ン ・ フ ァ ン 67  ―ビントゥアン省の伝統織物の事例― 池 本 幸 生 

 ネパールのカースト社会における観光産業と社会的弱者 山 本 勇 次 99 ―観光都市ポカラの発展と少数民族タカリの健闘―

 マレーシアにおけるツーリズムの展開とオランアスリ社会 藤 巻 正 己 171 ―キャメロンハイランド中間調査報告―

 伐木と観光の共存は可能か？ 江 口 信 清 201 ―ガイアナの先住民村セント・クスバーツ・ミッションの事例―

研究ノート

 観光化における歴史の再構成と地域住民の抵抗 雨 森 直 也 229 ―中華人民共和国雲南省のペー族の新華民族旅游村の事例―

 92号 （2009年 3 月）  
講演論文

 グローバル民主政論の地平と課題 中 谷 義 和 1
 世界市場・国民型国家・政治秩序 ボブ・ジェソップ 29
 グローバル化時代の中国の対東南アジア政策 曹 　 雲 華 63
 韓国におけるグローバリゼーションと社会的不平等 申 　 光 榮 93
 グローバル化時代の中国の対東南アジア政策 張 　 振 江 119 ―中米関係を中心に―

 変動する東アジアと中国の分岐点 白 　 承 旭 143
 グローバル化の進展と国際関係における国家―NGO関係の変容 足 立 研 幾 163 ―通常兵器ガヴァナンスを事例として―

 新自由主義と東アジアの競争文化 ナイ･リン･サム 177 ―数字、クラスター、連鎖―  

 経済のグローバル化と中国社会の格差問題 陳 　 喬 之 189
  ―改革開放の先頭に立つ広東省を例として― 鄧 　 仕 超 
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 グローバル化時代における韓国家族の変化と挑戦 金 　 京 姫 203 ―トランスナショナルな家族を中心に―

 低福祉時代における家族ネットワークの弱体化 筒 井 淳 也 229

 93号 （2009年 3 月）  
 Political and Economic Influences on the Social 

Construction of Japanese Paddy Fields: 四 本 幸 夫 1
 Sacred and Moral, an Asset and Production, and Beauty
 「マハティールの都市」クアラルンプル 藤 巻 正 己 25 ―生産されるスペクタクルなツーリズムスケープ―

 都市観光ポカラの多すぎる銀行と多すぎるマイクロファイナンス 山 本 勇 次 55
 不法占拠地コミュニティの貧困の実態と自生的女性リーダーの苦闘 江 口 信 清 101
 ―ガイアナ、ベアールートの事例ー

 創立期官営八幡製鐵所における下級補助員に関する一考察 長 島 　 修 133
 日本国憲法制定と新聞ジャーナリズム（ 1 ） 梶 居 佳 広 177 ―改正論議の開始から憲法草案要綱発表直前まで―

 明治民法の成立と西園寺公望 張 　 智 慧 207 ―法典調査会の議論を中心に―

 「人身売買排除」方針に見る近代公娼制度の様相 眞 杉 侑 里 237

 94号 （2010年 3 月）  
特集　暴力からの人間存在の回復 
 はじめに 加 國 尚 志
 人間であることの野性に向けて 鳶 野 克 己 1 ―内なるカマラを思い、カマラを生きる―

 人間存在の回復についての試論 加 國 尚 志 25
 Spontaneous Shrines, Memmorialization, and the Public Ritualesque Jack Sant ino 51
 自発的祭壇、記念化、公共のリチュアレスク ジャック・サンティノ 67
   （訳　佐藤　渉）
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 『自由論』におけるシェリングの人間性の観念 エルケ・ハーン 81
   （訳　加國尚志）
 サルトルとレヴィナスにおける言語と主体の問題 小 松 　 学 105 ―呼びかける／応答する主体―

 アンリとリオタールにおける触発感情 小 菊 裕 之 129 ―感情の暴力性と回復についての試論― 

 死と共同存在 黒 岡 佳 柾 153
 暴力による死からの回復 近 藤 正 樹 181 ―吉本ばなな『キッチン』からみる死との向き合いを巡って―

 95号 （2010年 3 月）  
小特集　東南アジアの経済振興・ツーリズム 
 フィリピンにおける首都圏の地理的再編と出稼ぎ労働 生 田 真 人 1 ―シンガポールとの関連において―

 ツーリズム［in］マレーシアの心象地理 藤 巻 正 己 31 ―ツーリズムスケープの政治社会地理学的考察―

 マレーシアの農村観光と島嶼観光 ヤハヤ・イブラヒム
 　 ―観光への住民の参加と観光のもたらす影響について― （訳　藤巻正己 73
   　　 井澤友美） 

調査報告

 マレーシアのホームステイ・プログラムとツーリズム 江 口 信 清 113 ―ペナン島テロッ・バハンのホームステイの場合―

論文

 東南アジアにおける人身取引対策の地域協力に関する考察 山 根 健 至 131 ―ASEAN による制度的枠組み形成過程の検討―

 中国における生活扶助 シアオ︲カン・レイ 159
   クリス・グロヴァー
   ジ ︲ミ ン ・ ヅ
   キ ア ン ・ ワ ン 
   （訳　ユイス・バユス
   　　 嶋内　健
   　　 篠田武司） 
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 台湾鉄道「民営化改革」をめぐる政治の影響 蔡 　 正 倫 181 ―1989年以降の「民営化改革」を中心に―

 96号 （2011年 3 月）  
 「社会進化論」と「国際民主主義論」のあいだ 佐　藤　太久磨 1 ―加藤弘之と吉野作造―

 「社会の発見」再考 猪 原 　 透 25 ―福田徳三と左右田喜一郎―

 50 年代改憲論と新聞論説（1952 ― 1957 年） 梶 居 佳 広 57 ―中間報告―

 ツーリズムと都市開発の間の歴史的建築物の保存 瀬 川 真 平 105 ―ジャカルタのケースに関するノート―

 青年期（キャリア探索期）におけるネットワーク分析の意義 土　岐　智賀子 137
 日本的経営の自己組織性に関する一考察 西 村 　 毅 161
 The Advantages of Parliament beyond the Perils of 
 Presidentialism: Parliament's Prospects for Indirect François de Soete 195 
 Deliberative Democracy  

 97号 （2012年 3 月）  
特集　1940～50年代の日本の憲法と政治 
 はじめに 小 関 素 明
 イギリスからみた「50年代改憲論」 梶 居 佳 広 1 ―駐日大使報告･新聞論説を中心に―

 八月革命説再考のための覚書 頴 原 善 徳 37
 近代日本の思想司法 林 　 尚 之 63 ―検察権と国体をめぐって―

 占領期の日本遺族厚生連盟の活動とその政治的影響力 城 下 賢 一 91
研究ノート

 宗教ナショナリズムと南原繁 西 田 彰 一 115
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 98号 （2012年 3 月）  
特集　アジアツーリズム空間の生成過程とトランスナショナルな人の移動 
 序言 藤 巻 正 己 1
 東南アジアの観光開発 生 田 真 人 9 ―タイとインドネシアの 4 地方都市を事例に―

 インドネシア・バリ州におけるサステイナブル・ツーリズムの実践 井 澤 友 美 49
 ―トリ・ヒタ・カラナをめぐる政策と政治―

 コミュニティ・ベイスト・ツーリズムとしてのホームステイ事業 江 口 信 清 79 ―マレーシア・サバ州クンダサン・シニシアン村の事例から―

 観光が注目される農村の社会的変化 四 本 幸 夫 107 ―フィリピン・イフガオ州キアンガン町ナガカダン村を事例にして―

 低開発国におけるバックパッカー観光客の責任ある行動に関する考察 薬師寺　浩　之 141
 標準化する「放浪」 大 野 哲 也 173 ―ネパール・カトマンズにおける日本人宿の形成過程から―

 99号（2013年 3 月）  
特集　転換期の東アジア 

講演論文

　リージョナリズムとグローバリズムの力学 B o b  J e s s o p 3
 ―批判的政治経済学のパースペクティブ― （訳　中谷義和）
 東アジアの平和的発展に対する中国に期待される政策 曹 　 雲 華 33
   （訳　藤原広美）
 オーストラリアのアジア対応の諸困難 B a o g a n g  H e 57
 ―リージョナリズムの理念のジレンマ― （訳　中谷義和）
 東アジアにおける経済的不平等 Kwang-Yeong Shin 91
  （訳　嶋内　健）
 東アジア福祉モデルとその問題 筒 井 淳 也 117 ―労働市場と結婚の二重のミスマッチの理論―

 東アジア開発主義諸国家におけるアイデンティティ政治 武者小路　公秀 133
 ―市民社会の形成における移住者コミュニティの役割― （訳　中谷義和）
 韓国における非正規雇用に対する労働組合の影響 李 　 秉 勳 149
   （訳　竹村朋子）



289立命館大学人文科学研究所紀要

 日本・韓国・カナダ 3カ国における青年ボランティア文化比較研究 小 澤 　 亘 183 ―市民社会とボランティア問題― 

 中国における社会ガバナンスの萌芽 丘 　 海 雄 213
  ―産業クラスターにおける業界団体のケーススタディから― 于 　 永 慧
   （訳　竹村朋子）
 中国におけるスポーツイベントと都市開発に関する理論と実態調査 于 　 永 慧 227
   （訳　山本悦史）
 中国と香港における社会的企業の発展 陳 　 健 民 249
   阮 　 耀 启
   （訳 野々垣麻由美）

 100号（2013年 3 月）  
100号記念特集号
 刊行にあたって 小 関 素 明 1
　小特集　近現代日本の憲法と政治
  大正期における床次竹二郎の政治思想と行動 吉 田 武 弘 7
  「帝国憲法改正案」成立の論理と条件 頴 原 善 徳 43
  戦後改憲論と「憲法革命」 林 　 尚 之 75

 人文科学研究所共同研究概要  105
  ・近代日本思想史研究会
  ・グローバル化とアジアの観光研究会
  ・グローバル化と公共性研究会　
  ・間文化現象学研究会
  ・暴力からの人間存在の回復研究会
  ・助成プログラム 

 座談会　共同研究の将来を見すえて
  小関素明　赤澤史朗　加國尚志　篠田武司　谷 徹　藤巻正己 183
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